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小型バスにおいて、バキュームホースの選定が不適切なため、当該ホースに潰れが生じるものがある。

そのため、そのままの状態で使用を続けると、ブレーキウォーニングランプが点灯し、ブレーキと

クラッチの操作力が増加するおそれがある。 

改善の内容 
全車両、バキュームホースを対策品と交換する。 

注 ：    は交換部品を示す。 

識別：作業完了車には、車両左後方点検リッド裏の位置に「LB32」の文字が記載された白黄色のシールを

貼付ける。 
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